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プラス要約筆記で…
次のわたし、
はじまる！ 要約筆記とは、音声を文字にして

聞こえない人⇔聞こえる人の
意思疎通を支援する方法です

受 講 者 募 集 ！受 講 者 募 集 ！
2025年度　京都府要約筆記者養成講座　前期課程

障害の有無にかかわらず、暮らしやすい社会を作りたい
…というあなた！要約筆記者をめざしてみませんか？

　　　　　　　Kさん
　　　　　　　（８年前に受講）
　　　
　　講座は学生時代の再来のようで、毎回楽しく
　学ぶことができ、特に対人援助のあり方や
　日本語の使い方などを意識するようになりました。
　　それらの経験が普段の仕事や生活にも良い影響を
　与えています。「要約筆記者には、これで本当に
　良かったのかと自問する真摯な姿勢が必要」という
　講師の言葉が印象的で、私にとって情報保障をする
　際の大きな指針になっています。
　　これからも聞こえない・聞こえにくい人と
　　　社会をつなぐ架け橋になれるよう
　　　　学びを深めながら関わり続けて
　　　　　　　　いきたいです。

　　　　　　　　Nさん
　　　　　　　　（４年前に受講）
　　　　
　　　　初めは、仕事でパソコンを使っているし
　　　自分なりにタイピングもできていると思って
　　講座に申込みましたが、いざ講座が始まったら
　　まずは正しい指づかいの習得や専用ソフトを
　　使った入力などが必要で、戸惑いながらの
　　スタートでした。講座が進むと、少しずつ
　　できることも増えて楽しくなってきました。
　　「もっとうまくなりたい」という気持ちも芽生え
　　　ました。当時中学生の娘がいましたが、自宅
　　　　課題もこなして修了、無事試験にも合格
　　　　　できました。要約筆記者になった今も
　　　　　　初心を忘れず、技術の研鑽を
　　　　　　　　　　続けています。


